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研究成果の概要（和文）：旧草月会館ホール（赤坂）を拠点に「前衛」の実験場・発信基地となった草月アートセンタ
ー（c.1958～71年）の計305催事について、残された資料群の非選択的な調査・研究を実施した。研究プロセスそのも
のが「アーカイヴ」の似姿をとる本研究の成果として、催事毎の単位で編成された物理的資料体と総目録（計4582アイ
テム）、催事毎に集積された関連文献情報（計2147レコード）、「前衛」を網羅的に扱うデータベースの論理的構造（
スキーマ）の設計案などが挙げられる。またニューヨーク近代美術館との連携により、本研究において作成された各種
レコード、催事印刷物（エフェメラ類）のデジタル画像のウェブ公開が実現された。

研究成果の概要（英文）：This research project has been proceeded as a non-selective investigation into a g
reat heap of historical materials associated with approximately 300 events held at Sogetsu Art Center, Tok
yo (c.1958-1971), the outstanding organization which has once played an experiment station and a radical t
ransmission for its contemporary movements, the aspects of the 60's avant-garde in Japan. The achievement 
of the research process which can be analogized as the "archival practices" is as follows: a whole list of
 the physical material corpus (4,852 items, now in Keio University Art Center), an event-based bibliograph
ical data (2,147 records) and the basic design of a logical structure (metadata schema) for the possible d
atabase which documents individual subjects in each event. Also the whole view of event-based printed matt
er (748 printed ephemera) issued from/around Sogetsu has become digitally accessible in collaboration with
 The Museum of Modern Art, New York.
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１．研究開始当初の背景 
本研究は戦後日本の前衛芸術に関する歴史
的検証・再検証の潮流を受け、1960 年代を通
して「前衛」の実験場という役割を担い、ジ
ャンル横断的な表現の最先端を発信した拠
点、その先駆的事例として近年、国際的な注
目を集めている草月アートセンターの活動
（C.1958-1971 年）をその対象としている。
同センターは「インターメディア」の草創期
に勅使河原宏（1927-2001 年）をディレクタ
ーとして活動を展開した組織であり、1958 年
に開館した草月会館ホールを主な舞台とし
て戦後日本の「前衛」を牽引した。芸術家が
主体的に集い、表現や相互批評を行う場とし
て当時の芸術界に多大な影響を与え、そこか
ら多様なコラボレーションが生まれたが、人
的・媒体的に複合的なこの時代の「前衛」の
在り方は、歴史研究における人物や作品とい
う単位での芸術の扱いを極めて困難なもの
にしている。芸術研究のメソドロジーに関す
るこのような現状を受け、本研究はそのよう
な「前衛」の複合的な質への取り組みを今日
における「アーカイヴ的」アプローチの一つ
として捉えている。本研究の出発点は、慶應
義塾大学アート・センターが一般財団法人草
月会から長期寄託を受けているマテリアル
群である。 
 
２．研究の目的 
本研究は草月会館（赤坂）に残されたマテリ
アル群の調査・分析・分類から出発し、国内
外における同時代の批評や受容を含めたさ
らなる資料収集・分析、及び全資料のデータ
ベース化を課題とし、取捨選択のない網羅的
な資料体の編成プロセスを通じて高度な歴
史的検証・再検証のための条件を整え、国際
的な関心を具体的な研究需要へと繋ぐ情報
発信のためのインターフェイスの設計・構
築・公開をその目的とする。各種印刷物（エ
フェメラ）の扱い等、「アーカイヴ型」の研
究における方法論的な課題を踏まえつつ、今
日の人文学・芸術学の諸領域においてアーカ
イヴ化が望まれている様々な研究資源に対
し、応用可能な作業モデルの提示へと研究を
進めていく。 
 
３．研究の方法 
（1）物理的プロセス：対象となるマテリア
ル群（アイテム群）の分析・分類を慶應義塾
大学アート・センター内のアーカイヴ施設に
て実施。各種アイテムを出来事＝催事単位で
グループ化し、必要に応じて保全処理を施し
つつ、クロノロジカルに配列する。 
 
（2）全催事の一覧表とアイテム総目録の作
成：先行研究や二次資料を参照し、草月アー
トセンターで行われた全催事（本研究を通し
て確認される全催事）の一覧表を作成する。
またこの一覧表に準拠し、アイテム群の総目
録を作成する。 

 
（3）全アイテムのデジタル・イメージ化：
催事印刷物（エフェメラ類）を中心にデジタ
ル化を行い、ポスターのような大型アイテム
ついては専門機関の協力のもとで撮影を実
施する。 
 
（4）資料の二次的調査・収集（フィールド・
ワーク）：散逸しているマテリアルの所在調
査・収集・分析・分類・データ化を実施。国
内外の各種研究機関が所蔵する資料、及び個
人所蔵資料へのアクセス、関係者への聞き取
り調査を実施。 
 
（5）草月会館内に残されているその他の資
料の調査・分析・分類：書簡、記録写真、フ
ィルム、音源等に関する調査と、催事一覧表
のリソースとの照合。 
 
（6）データベースの設計・構築：個々のリ
ソースの深度よりも網羅性を優先し、簡易デ
ータ、基本データ、詳細データ、追加データ
の計4つのデータ階層を、段階的に充填する。
アイテムの所在が確認されていない催事に
関しても、二次資料等から可能な限りメタデ
ータを採取する。 
 
（7）「アーカイヴ型」の研究における海外で
の事例を調査：Smithsonian Institution 
(Archives of American Art), MoMA Archives 
ほかを訪問調査。同時代の「前衛」をアーカ
イヴとして扱う各種研機関を訪問し、物理的
資料体の編成プロセスや、データベースの構
築プロセスにおける技術面での情報交換を
可能な限り行う。 
 
（8）インターネットによる情報発信：全て
の情報を整えた上での発信ではなく、然るべ
き情報の獲得を想定しつつ、空所を含んだま
まの情報の、段階的なリリースを実施する。
また、物理的資料体に関しては編成プロセス
の段階から第三者のアクセスを極力受け入
れ、国内外の研究者の関心を集めることによ
り、本研究の周辺に研究者のコミュニティを
形成する。 
 
４．研究成果 
（1）本研究では、各種マテリアルに関する
網羅的・非選択的な研究、すなわち「アーカ
イヴ型」の研究という問題設定のもとで各種
プロセスが実施された。また「アーカイヴ型」
の研究の手法としてのモデル化も同時に図
られ、他の「前衛」の事例、他のマテリアル
への本研究の応用可能性が探られた。非ミュ
ージアム的な知の在り方の可能性を模索し
つつ、研究プロセスそのものが「アーカイヴ」
という営みとの似姿をとるための可能性の
諸条件を整えるプロセスとして進められた
本研究の具体的成果として、①催事毎にクロ
ノロジカルに編成され、すでに広く利用可能



な状態となっている物理的資料体（計 4582
アイテム）及び同資料体の総目録、②催事/
作品/人的要素の三つ階層によるレコード群
＝「前衛」を扱うデータベースのモデル、③
催事毎に集積された関連文献情報（計 2147
レコード）を上げることができる。また 2012
年度末より、ニューヨーク近代美術館・国際
プログラムとの連携により、本研究において
作成された各種レコードと、催事印刷物（エ
フェメラ類）のデジタル画像の一般公開が実
現されている。 
 
（2）本研究がマテリアル群の資料体として
の体裁を整えるプロセス（資料へのアクセス
可能性を用意するプロセス）を優先的に実施
した結果、当初の想定通り、草月アートセン
ターで行われた各種催事に関心を持つ国内
外の研究者のアーカイヴとしての受け入れ
態勢を早期に実現することができた。パフォ
ーマンス、造形芸術、音楽、映画、アニメー
ション、詩、グラフィック・デザインなど、
研究者たちの関心はしばしば個別的である
が、本研究はアーカイヴを媒介とした専門家
たちとの情報交換の機会を通じて、彼らの
各々の専門領域における知見の提供を受け
つつ進められ、現在に至る。 
 
（3）本研究が戦後の「前衛」における芸術
の在り方をアーカイヴとして一覧化してい
くプロセスの中で、そのつど対象となる個々
の表現がしばしば非永続的な媒体を用いて
おり、物理的な「作品」そのものとしては残
らない事例が大多数を占めているという事
実を目の当たりにした。したがって本研究が
対象とする「作品」の大半は、①それが制作
過程（あるいは制作の経緯、文脈）に関する
情報の系列、②それが発表される特定の催事
において事前に用意される情報の系列（プロ
グラム等の催事印刷物）、③記録写真、記録
映像、記録音源といった、いわば対象との直
接性を媒介するメディアによって可能とな
る中間的系列、④当時の雑誌記事等、事後的
な情報の系列、⑤オーラル・ヒストリー、と
いった複数の系列のレイヤーの中に、あくま
でメタデータの束としてのみ残存しうるも
のとして扱われた。そしてこのような見解か
ら、芸術作品を自律した単位としてではなく、
「個々の特定の催事＝出来事（event）の構
成要素」という単位（エフェメラルな単位）
で扱うデータベースを想定し、そのようなデ
ータベースを可能にするメタデータ・スキー
マの設計・開発を進めた。「階層型データ・
モデル」をベースに、「ネットワーク型デー
タ・モデル」のロジックを局所的に援用しつ
つ、当該スキーマの完成度はすでに実用的な
レベルにまで到達している。催事情報の試入
力、スキーマの構造的な調整、属性値の配置
の調整といった試行錯誤的なプロセスが繰
り返し実施され、本スキーマはすでに然るべ
きデータベース・システムへの実装が可能な

レベルにある。本スキーマの設計・開発プロ
セスでは、レコード間のパラディグマティッ
クな関係（縦の関係）、すなわち、複数のレ
コードを貫く比較可能性の条件」を整えるプ
ロセス（階層型データのロジック強化）にと
りわけ重点が置かれた。本研究において作成
されている全てのリソースの論理的構造は、
概ねこのスキーマに準拠している。 
 
（4）戦後日本、とりわけ東京を軸とする「前
衛」の歴史的検証を課題としたニューヨーク
近代美術館での回顧展「Tokyo 1955–1970: A 
New Avant-Garde」（2012 年 9 月 18 日–2013
年 2 月 25 日）の開催に伴い、本研究はその
成果の一部を国際社会に広く発信するプラ
ットフォームを得た。同展キュレーターのド
リウン・チョン及び同館の研究組織 C-MAP
（ Contemporary and Modern Art 
Perspectives in a Global Age）との協働に
より、「ミュージアムとアーカイヴ、キュレ
ーターとアーキヴィストの間で生じうる生
産的な摩擦（productive frictions）を可視
化する」という問題設定のもと、本研究の成
果は同展と連動し立ち上げられた同館サブ
サイト『post』の主要コンテンツの一つとし
て採用された。2014 年 6月現在、草月アート
センター全 305 催事、全 748 件の催事印刷物
（エフェメラ類）のイメージと催事メタデー
タ（日本語・英語）が、然るべきインターフ
ェイスを持つデジタル・リソースとして公開
されている（http://post.at.moma.org/）。
本リソースは今後も長期的なスケジュール
のもとで更新され続けるが、『post』は同リ
ソースの研究利用をインターネットという
媒体において具体的に実践・提示する場とし
て、国内外の研究者による様々なアプローチ
(論考、ディスカッション、オーラル・ヒス
トリー等)を随時追加・発信している。また、
『post』のようなプラットフォームが本研究
において編成された資料体について広く周
知を促している効果として、慶應義塾大学ア
ート・センターが実践するアーカイヴ設計・
構築の手法への国際的な関心が高まりを見
せ、同センターのアーカイヴ施設利用者の増
加に繋がっている。 
 
(5)物理的資料体の編成プロセスと並行し、
本研究ではデータベースにおいて束ねられ
うるレコード群の系列や、各レコードの構成
要素であるメタデータ群の系列にそれぞれ
与えられるべき論理的構造（メタデータ・ス
キーマ）の設計プロセスに重点が置かれた。
「アーカイヴ」は未分化なものの分化に留ま
らず、分化と脱分化を交互に繰り返すかたち
で資料の活性化、再活性化を目論むものでな
ければならない。そのような視座が、個別
的・取捨選択的な「内容」よりもむしろそれ
らを収める「容器」の在り方とそのフォーメ
ーション、そしてインターフェイスのデザイ
ンへと、次第に本研究の重点のシフトを促し



た。今後は本研究のプロセスを「アーカイヴ
生成型」研究の作業モデルとし、芸術の歴史
的モチーフを出来事＝催事の単位（作品や人
物の単位を包含する単位）においてデータベ
ース化する手法と共に、より広範囲の「前衛」
を扱うメソドロジーとして進化・深化させて
いく必要がある。 
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